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持つ先生の場合は，インターネットで先生の活動
が検索されることを意識してほしいと思います．
○司会：社会で活躍する卒業生・修了生も年々増
えておりますけれども，20周年ということで，
最後に，彼らへのメッセージをお願いします．
○溝尾：特に若い人，30代ぐらいの先生方は，
大学での仕事が多くて大変だと思うんですよね．
何かいろいろな仕事が増えてきて，下手すると外
の人と交流ができず「たこつぼ」にならざるを得
ない．その解決策をどうするかと思い，私は今，
2カ月に1回の勉強会を開き，若い先生たちにた
まには勉強会へ来てしゃべれと言っています．メ
ンバーの中には社会人になって大学の先生をやっ
ている人や30代でしっかりドクターも取得した
先生もいて，互いに交流を図ろうと思ってやって
います．しかしながらやっぱり若い人は，忙しく
てなかなか参加できない．発表者になると来るけ
れども，ふた月に1回でも来られない人が多い状
況です．だから，若い人たちがうまく研究できる
体制をつくれるかなというのを，一番心配してい
ますね．
○前田：大学院生へのメッセージとして，大学と
いうのはぶつかり合って論議するところです．そ
の論議をいかにスムーズに上手にやるかというこ
とも学ぶというのが大学であり，特に大学院だと
思います．しかし，実際には，今は院生同士が研
究したときに，意見がぶつからないように，みん
なよけていくという感じが強いです．学会で発表
するときにも，むしろ質問されないような発表を
しています．だったら，学会へ来る必要ないので
はないかとよく言います．
○溝尾：学会で発表しましたという業績がほしい
わけでしょう．
○前田：そうそう．最近，立教の人たちの，若い
人たちの学会発表がめっきり少ないですね．それ
は忙しいとか，いろいろ理由はあるかもしれませ
んけれども，やっぱり頑張ってほしいと思います．
○岡本：卒業生へのメッセージね．せっかく立教
を卒業するのであれば，「観光なら立教」という
プレステージをぜひ，卒業生諸君も大切にしてほ
しい．
○司会：そろそろ時間ですので，ここまでにさせ
ていただきます．ありがとうございました．
（2018年10月24日 立教大学観光学部にて）
